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セーリングによる体育教育の新展開
―野外教育の枠組みにおける Seamanship 教育の可能性―
久 保 田　秀 明
はじめに
　身体運動を学び実践することは、体力の向上に加えて、脳を鍛えヒトの情報処理能
力と心理面のコンディションの改善に寄与するといわれている1)。そのため、心身の
健全な発達と健康の維持・増進に、スポーツ教育、体育教育の果たす役割は大きい。
しかし、学習者を不適切な競争的環境におくと、かえって運動を嫌いにさせてしまう
恐れがある。学習の動機づけや評価のために安易に競争させられた学習者は、運動学
習のプロセスを主体的に楽しむ喜びよりも、運動の結果から「勝者」か「敗者」に
分類されることを多く経験することになる。体育の授業を受けてかえって運動嫌いに
なってしまえば、スポーツに親しむ機会は減り体育教育は実質的に後退する2)。その
ため、競争に頼らずに学習に対する興味と意欲を引き出す、体育教育の新しい展開を
検討する必要がある。
　倉品は、スポーツを取り巻く現状を「勝者が生き残る弱肉強食ピラミッドを作り、
他者を合理的に蹴落とす訓練のための優れた文化装置」と断じている3)。その傾向は、
スポーツの礼節を無視し「弱肉強食界の祝福」、「慚愧無き勝者の驕り」を伝えること
が定番となっているマスメディアの報道によって、一層強化されている4)。
　体育で指導すべき内容は、他者の多様性を受け入れる勇気、運動の構造と技術の磨
き方、円滑で調和のとれた場づくり、生涯にわたって主体的にスポーツに親しむ習慣
など、表面的な競争の「勝・敗」の価値を遥かに超える、深く豊かな広がりを持つ。
学習者がこれらの豊かな体育の内容をより深く学ぶために、授業内容に競争を用いる
際には、学習者が「勝・敗」、「優・劣」で序列化されたと感じることがないように、
指導者が十分な配慮をすることが求められる。しかし、それは簡単ではない。スポー
ツ場面では、学習者の技能の差が瞬時に可視化されるからである。
　運動能力の違いによらず、学習の積み重ねが成果に反映されやすい特性を持つ教
材を提供することは、体育教育の新しい展開を進める上で有効であろう。その中で
も、自他共栄の関係性をつくり災害時にも即応する野外活動は、新時代の体育教育を
支える大きな柱として期待することができる4)。日本の野外教育の研究成果は、陸上
の活動に関するものが大半を占めている。そのため海にも目を向けて、教育と研究の
フィールドを海に広げることの重要性が指摘されている5)。
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　海をフィールドに選び、体育教育の新展開を志向する試みとして、課題に対して多
様な正解を有するセーリング 6) に注目した。学習者の創意工夫の余地が大きいセーリ
ング7) は、学習の積み重ねが成果に反映されやすい特性を持った教材である。そこで、
徹底した安全教育を行い汎用的なサバイバル能力を伸ばす、セールボートによるク
ルージング指導に焦点をあて、教材としてのシーマンシップ教育の可能性を検討する
ことを本研究の目的とした。
研究方法
　我が国における野外教育の定義とセーリング教育に関する文献を概観し、野外教育
に期待される成果とセールボートに求められるシーマンシップの内容について整理し
た。また、シーマンシップの実践場面での教育法を知るために、世界最大のセーリ
ング教育機関である American Sailing Association (ASA) と、カナダを中心にセーリ
ング教育を行う International Sail and Power Association (ISPA) の講習を受講した。
北中米におけるセーリング講習の受講は、2015 年 9 月から 2016 年 3 月にかけて機会
を得た創価大学の在外研究の期間に行った。
結 果
1．我が国における野外教育の定義と期待される成果
　“Outdoor Education”の訳語として、江橋によって「野外教育」が文献に初めて使
われたのは 1964 年である。江橋ら (1987) は、「文明が地球上に出現して以来『異常に
進化した生物』となった人類は、機械の使用によって地球上の環境を猛烈な勢いで破
壊しはじめ、自然と人類の共存のバランスが急速に崩れはじめた」「野外教育のプロ
グラムには、科学技術を本当に人類の発展に役立てるための辛辣な文明批判、あるい
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図 1　野外教育の内容 （江橋ら (1987)『野外教育の理論と実践』8)  p13 より作成）
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は科学批判の精神が息づいていなくてはならない」8) と指摘し、野外教育の方向性を
示した。
　ここで江橋の示す野外教育の定義は、「教育の諸目標を達成するために天然自然や
野外を最高度に活用しようとする教育の方法」である。1. 野外における教育、 2. 野外
についての教育、 3. 野外のための教育、4．野外による教育、をその内容とし、「直接
的な経験」、「発見、探究、冒険」、「感覚による学習」、「問題の実在性」などを、野外
教育の特色として挙げている8)。
　一方、公的な文書に「野外教育」という言葉が初めて使われるのは、1996 年になっ
てからである（飯田 2012）9)（吉田 2012）10)。文部科学省 (1996) の「青少年の野外教
育の振興に関する調査研究協力者会議」がまとめた「青少年の野外教育の充実につ
いて」（報告）では、野外教育を「自然の中で組織的、計画的に、一定の教育目標を
持って行われる自然体験活動の総称」と定義し、野外教育の目標として、「自然と人
間の望ましい在り方の理解、自然体験活動の楽しさや技術の習得、自主性、協調性、
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表 1 野外教育に期待される成果 
（「青少年の野外教育の充実について」（報告）11) をもとに作成）
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社会性、創造力、忍耐力の育成」、「青少年を対象とした野外教育は、総じて、青少年
の知的、身体的、社会的、情緒的成長、すなわち全人的成長を支援するための教育」
と定めている11)。ここで報告されている、野外教育に期待される成果を表 1 に示す。
2．我が国のセーリング教育研究
　千足 (2009) が「野外教育学会での研究成果は、海よりも陸の教育が量的にも質的
にも上回っている」、「海での活動を通して、海を身体で感じることによって、海を畏
敬し大切にしていこうとする精神や態度を養うことが急務であり、このことに貢献で
きる体験型の教育が必要」と述べているように、日本の野外教育における成果は、陸
上の活動に関するものがその大半を占めており、海での活動に関するものは少ない5)。
その中でもセーリングをテーマにしたものは、ヨットレースの戦術や競技選手育成
に関するものが多く12) 13) 14) 15)、レース競技ではない視点でセーリングを扱ったものは、
カヌーやシュノーケリング、水辺の生き物観察などを含む水辺の自然体験活動の一環
として研究されている16) 17)。
　一方、大型帆船による遠洋航海を行った際の、航海訓練実習生の EQ（Emotional 
Intelligence Quotient：心の知能指数）向上の効果を検証した研究成果は報告されて
いる。しかし、大型商船を運航する専門職員を育てる場合の、船員教育の効果に関す
るものであり、野外教育の範疇を超えたものである18)。
　これらのいずれも、セーリング競技の技術や水辺活動の体験、専門職員の教育など
に課題の中心が置かれており、野外教育の枠組みにおけるシーマンシップという視点
での論及は行われていない。
　
3．セールボートに求められるシーマンシップ
　船舶用語である Seamanship は、「英和 海洋航海辞典」(2008) では「船舶運用術；
船乗りの技術；船員であること」と訳されている19)。個人が所有する商用ではない
セールボートにおいても同様の意味を有するが、日本国内では特に「船員であるこ
と」の部分に原語にはないニュアンスが加えられ、「シーマンシップ」という言葉が
精神論的な意味合いで使われる慣習が広がった。この点について高槻 (2009) は、シー
マンシップを「船乗りに必要とされる技術の総称。日本では、時に精神や根性などの
『潮っけ』も含めて使われることもある」と解説している20)。
　青木（2006）は、我が国においてシーマンシップの意味することについて誤解があ
ることと、適切な技術教育が必要なことを、以下のように問題提起している。
　「シーマンシップとは海の男の精神ではない。嵐や危機を乗り越えるには、精神が
役立たないことは明らかだ。シーマンシップとは舟を操縦し、運航する技術であると、
英英辞典には書かれている。精神ではなく技術であるならば、誰もが身に付けること
が可能だ。技術は知識と手順で成り立つ。知識を獲得するためには勉強し、トレーニ
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ングを行って手順を理解すれば、誰でも上達できる。そのためには精神力に頼るので
はない、体系的な技術教育が欠かせない」6)。シーマンシップが、いわゆる精神修養の
要素を含むものとして理解されがちであるところを、青木は明確に「精神ではなく技
術である」と、その本義に則って解説し、「セーリング」、「ナビゲーション」、「マリ
ンウェザー」、「メンテナンス」の 4 つを、シーマンシップの中核をなすヨット技術の
4 要素として定めた21)。
　現在、青木の教育実践は、シーマンシップを教える国内最大のセーリング教育機関
として定着している22)。
　“The Annapolis Book of SEAMANSHIP”の大著を著した Rousmaniere (1983) は、
シーマンシップの意味を、あらゆる状況下で他からの援助を受けずに安全にセール
ボートを航行・操縦・保持する技術としている。そして、乗員の健康管理、正しい
アンカリング（錨泊）、荒天下のセーリング、緊急事態への対応、艇と用具の手入れ、
をその要点として挙げている23)。
　野本 (1998) も、シーマンシップの追求に生涯を捧げた研究者であり教育者であった。
青木と同様に、国内での用語の使われ方の誤りに言及している。
　「日本語の『シーマンシップ』には船乗り精神とでもいうような倫理的要素を含む
ことが多い。しかし本来の『シーマンシップ』はロープの扱い、錨の打ち方からメイ
ンテナンス作業まで、およそ船乗りに必要とされるすべての技能ないし職人芸のこと
で、心構えとか船乗りらしさとかの意味はない。私が追求したのはこの『帆船を走
らせ、メインテナンスをする職人芸』を磨くことだった」。野本は、シーマンシップ
について著わしたこの代表的な著作の冒頭で、「ヨットで一番大切な道具、それは錨
だ」と述べ、安全な錨泊の手順を詳述している24)。
　コールダー (1995) は、海上でのトラブルを大きな事故につなげないために、「予防
は治療の 100 倍にも勝る」ことを指摘している。そしてトラブルが起きたときの対処
について「行き当たりばったりの方法でトラブルに立ち向かうのは、危険ですらある。
トラブルに対処する際の真髄は、冷静に、落ちついて、論理的に、そして短絡的にな
らないことである」と述べている25)。
図 2（『青木ヨットスクール IQC 講習テキスト』21）p2 より）
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　青木、ルスマニア、野本に共通するのは、シーマンシップの上位に艇と乗員の安
全確保と危機への対処法を挙げていることであり、艇を泊める道具であるアンカー
（錨）とアンカリング（錨泊）法の重要性を強調している点である。これは、学生ス
ポーツとしてのヨット競技（レース）の指導法と対極をなす。競技指導の最終目標が、
表 2　セールボートに求められるシーマンシップ 6) 23) 24) 25) 26)
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レース主催者によって管理された海面において、対人的な競争に勝つことであるのに
対し、包括的なシーマンシップ教育は、人間が決して征服することも制御することも
できない大自然の力を前にして、自然の力を利用して航海し、自立した航海者として
安全に目的地に到達することを目標としているからである。
　これまで概観したところから、安全な航海を支える、セールボートに求められる
シーマンシップは、1. 乗員の役割分担の明確化と安全装備、2. セーリングの知識と
技術、3. 荒天下のセーリングと緊急事態への対応、4. マリンウェザーとナビゲーショ
ン、5. メインテナンスと乗員の健康管理、にまとめられ、具体的な内容を表 2 の通り
に整理することができる6) 23) 24) 25) 26)。
　
4．シーマンシップの指導法（日本国内）
　セールボートに求められるシーマンシップの教育法を、実践場面から知るため
に、世界最大のセーリング教育機関である American Sailing Association（以後 ASA
と略す）と、カナダを中心にセーリング教育を行う International Sail and Power 
Association（以後 ISPA と略す）の講習を受講した。
　ASA は、受講者が初心者であっても順を追って受講していくことで、誰もが実用
的で信頼に足るシーマンシップを習得できるように、体系的なプログラムが整備さ
れている。入門編から上級編に向かって順に、#101 Basic Keelboat Sailing、#103 
Basic Coastal Cruising、#104 Bareboat Cruising、#105 Coastal Navigation、#106 
Advanced Coastal Cruising、#107 Celestial Navigation、#108 Offshore Passage 
Making と配置されている。船室を備え長距離の航海を目指すセールボート (Keelboat) 
に関する講習としては、#108 Offshore Passage Making コースが最上級となる。こ
の中では、#105 Coastal Navigation と #107 Celestial Navigation のコースが理論と
ナビゲーションの実技を中心とするものであり、他のコースは、理論と海上での操船
や航海が並列する講習であった。
　ASA ではその他に、#110 Basic Small Boat Sailing、#113 Trailerable Multihull 
Sailing、#114 Cruising Catamaran Sailing の Sailing 講習と、#117 Basic Celestial 
Endorsement、#118 Docking Endorsement、#119 Marine Weather Endorsement、
#120 Radar Endorsement の Endorsement コースを開講している。さらに、各講習
を担当するインストラクターを認定するコースと、インストラクターの認定講習を担
当する Instructor Evaluator コースを配置している27)。主な講習の配置は図 3 の通り
である。講習コースが実線でつながれているところは、受講の順序性が定められてい
る。Student に対するこのシークエンスは、各国のセーリングの環境に合わせて微調
整される。そのためコースの順序性は、コース番号の順序とは必ずしも一致していな
い。この図は、日本国内で受講する場合のシークエンスである。また、破線で囲まれ
たコースは、日本国内では未開講である。
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　本研究にあたり、筆者は 2013 年 3 月に #118 Docking Endorsement と #101 Basic 
Keelboat Sailing の 認 定 を 受 け て 以 来、2015 年 6 月 に #107 Celestial Navigation 
コースを修了するまで、日本国内の教育機関（青木ヨットスクール）で講習を受け
た。また、2014 年 10 月に #201 Basic Keelboat Sailing Instructor コースを修了して
インストラクターの認定を受け、北中米講習から帰国後 2017 年 7 月に #119 Marine 
Weather Endorsement コースを修了した。それぞれのコースは大半が 2 日間から 4
日間の講習であったが、#107 Celestial Navigation（天文航法）のコースは、ひと月
に 2 回ずつ 7 ヶ月間にわたる長期講習であった。
　
5．シーマンシップの指導法（米国）
　2015 年 9 月より 12 月まで米国、カリフォルニア州に滞在し、現地で ASA のコー
スを受講した。その準備として、日本国内のセーリング教育の第一人者である青木 
洋（名古屋市立大学特任教授・ASA Instructor Evaluator）に研究への協力を依頼
し、青木を通して ASA の Executive Director の Charlie Nobles、Director の Bob 
Diamond、Instructor Evaluator の Craig Walker、同 Mary Swift-Swan に研究への
協力を依頼した。
　青木および Nobles により、ASA の指導プログラムに準拠した教育実績の豊富な
講習校として、米国の Spinnaker Sailing (Redwood City)、 Tradewinds Sailing School 
＆ Club (Richmond)、Afterguard Sailing Academy (Oakland) が推薦され、これらの
3 校を訪問した。Spinnaker Sailing では、ASA プログラムの #101 Basic Keelboat 
Sailing コースを 9 日間と #103 Basic Coastal Cruising コースを 12 日間、それぞれ理
論講習とセーリング実習の現場で、指導法に関する資料を収集した。離着岸、落水救
助、荒天対策、トラブル・故障対策、衝突回避、救難無線、航路標識、セーリング、
アンカリング、航海計画などが、その主な内容であった 28) 29)。また、Team Building 
コースを 2 日間、Docking Training コースを 1 日間、スクール艇の安全チェック・
メインテナンスを 2 日間、スクールの運営管理を 1 日間取材し、将来、ASA の公認
インストラクターに質問紙調査を行うための質問項目の選定と、その英訳についての
図 3 ASA の主な講習配置 (ASA OFFCIAL CERTIFICATION LOG BOOK 27）より作成 )
Instructor Evaluator
#207 Celestial Navigation Instructor
#208 Offshore Passage Making Instructor
Instructor Certifications
#201 Basic Keelboat Sailing Instructor
#203 Basic Coastal Cruising Instructor
#204 Bareboat Cruising Instructor
#205 Coastal Navigation Instructor
#206 Advanced Coastal Cruising Instructor
Student Endorsements
#117 Basic Celestial Endorsement
Student Certifications
#119 Marine Weather Endorsement
#110 Basic Small Boat Sailing
#113 Trailerable Multihull Sailing
#114 Cruising Catamaran Sailing
#105 Coastal Navigation
#107 Celestial Navigation
#108 Offshore Passage Making
#118 Docking Endorsement
#120 Radar Endorsement
#101 Basic Keelboat Sailing
#103 Basic Coastal Cruising
#104 Bareboat Cruising
#106 Advanced Coastal Cruising
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ネイティブチェックなどの討議を 4 日間行った。その他の日程は、同校の資料室で文
献調査を行った。
　Tradewinds Sailing School & Club では、ASA 認定のトレーニング艇の視察
を行い、#108 Offshore Passage Making コースを受講した。受講の前後に、US 
Coastguard Licensed Master の Craig Walker、Instructor の Karen Walker と青木
に、長距離外洋航海の指導法について助言を受けた。Afterguard Sailing Academy 
では、Instructor Evaluator の Mary Swift-Swan に、ASA 講習の実施状況と、荒天
を乗り切るセーリング方法について助言を受けた。さらに ASA の本部に Executive 
Director の Charlie Nobles を訪ね、ASA のプログラムのベースにある考え方と、世
界各国の ASA 教育機関の、プログラムの実施状況についてコメントを得た。
　
6．シーマンシップの指導法（カナダ・キューバ）
　2015 年 12 月より 2016 年 3 月までカナダ、ブリティッシュコロンビア州に滞在
し、現地で ISPA のコースを受講した。はじめに Director の Robert Sendoh を訪ね、
ISPA の存在意義と位置付けを確認した。その内容は、ASA の教育システムとプロ
グラムを見直し、ASA の問題点を改善するために ISPA のプログラムがつくられた
こと。そして、世界で最も進んだ教育内容と指導理念で教育を行っているということ
であった。その実際の指導法を知るため、ISPA の本拠地である Wind Valley Sailing 
School (Vancouver) において、冬季に受講可能なすべての活動に参加した。セーリン
グ教育の歴史と全人教育における役割りについて 4 日間、出港準備と艇体メインテナ
ンスについて 4 日間、それぞれ Sendoh に同行し講義を受け資料を収集した。
　また、キューバ、シエンフェゴス (Cienfuegos) を基点とする 46ft カタマラン（双
胴船）による ISPA Cruise and Learn コースを 8 日間、バンクーバーを基点とする
37ft モノハル（単胴船）による同コースを 7 日間受講した30)。これらのプログラム
は、ISPA の Competent Crew Sail、Day Skipper Sail、Coastal Navigation、Coastal 
Skipper Advanced Sail コースの内容を含み、航海計画、ナビゲーション、アンカリ
ング、離着岸、等について指導が行われた31) 32) 33) 34)。講習修了後には受講者間で討論
を行い、ASA と ISPA の指導法の違いについての意見交換を行った。
　
7．ASA と ISPA の指導法の違い
　セーリング指導、シーマンシップ教育の中心的な課題である学習者のリスク認知を
促進し、リスクに対する合理的な対応を学習者から引き出す手法について、ASA と
ISPA では大きな違いが見られた。
　ASA では、受講者がリスクに対する認知度を向上させ、望ましい対処法を習得す
るために、受講者の判断と人格を徹底して尊重する指導法が採用されていた。指導者
は、事前に基礎的な知識と技術の教授を行うが、実際の航行場面ではファシリテー
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ターに徹し、受講者がリスクを見落とした場合でも、状況の許す範囲で可能な限りの
時間を使って、受講者自身の力でリスクを発見する機会を用意することが常であった。
また、受講者が選択した対処法が誤っていた場合においても、受講者の判断と行動を
否定せず、受講者自身が最も早く誤りに気づき、より良い判断を下すために、それを
導き出す的確な質問が指導者によって用意されていた。
　ソクラティック・メソッドに範をとったとされる ASA の教育手法が、様々な危険
を伴う海上でのセーリング指導に採用されていることは、他に例を見ないものであっ
た。危険に直面した際にも、経験の浅い受講者が主体的に落ち着いて行動する場面が
多く見られ、受講者同士および受講者と指導者の間に、対等な人間関係と協同的な
ファシリテーションの作用が日常的に観察された。
　ISPA では、上記と同様の状況下においては、指導者による直接的な修正によって
指導が行われた。受講者が選択した対処法が誤っていた場合は、指導者は直ちに誤り
を修正するメッセージを発信し、その後、「なぜ否定されたかわかるか？」という質
問が、指導者から発せられた。ISPA の講習では、指導者が大声で指示し、経験の浅
い受講者が萎縮してミスを繰り返す場面や、受講者同士の間に、経験の違いに応じて
暗黙の上下関係が生ずるケースが観察された。ISPA の離着岸課題では、係船方法を
One Line Docking 法に限って実習が行われた。ASA では風向や風力、乗員のスキル
に応じて、受講者に係船索の取り方を選択させる実習が行われた。
　セーリング中の人命に関わる最も危険なトラブルである、落水発生時の救助法にお
いても、両者の教育法は異なっていた。ASA は、セーリング中の落水発生に際して
はセーリングによって救助することのメリットを主張し、第一の選択肢として「8 の
字救助法」を推奨しているが、その他の技法も状況に応じたオプションとして否定
していない35)。様々な方法を紹介するとともに、夜間など落水者を見失いやすい困難
な状況においては、風位（フネに対して風が吹いてくる角度）を大きな指標として、
図 4  「8 の字救助法」28) 
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セーリングによって落水者のところに戻ることができる、「8 の字救助法」の利点を
説いている。そしてセーリング講習の度毎に時間を割いて、受講者全員がマスターす
るまで、「8 の字救助法」の実習が繰り返し行われた。
　ISPA は、「8 の字救助法」に比べて「クイックストップ法」が優れていることをテ
キストで紹介している。しかし、困難な状況下では動力を使用して救助に向かうこと
が推奨されており33)、セーリングによる落水救助法としては、その主張は完結してい
ない。また、セーリングから動力に切り替える間の時間的ロスや、危機発生時に海中
に流れているロープ類の回収が遅れ、スクリューに巻きつけて操船不能になるなどの、
二次的なトラブルを誘発する危険性もある。これらに関して、「8 の字救助法」と比
較した得失については触れられていない。
　
8．シーマンシップ教育のパイロットスタディ
　シーマンシップの教育法を研究する足がかりとして、学習者に問題の取り組み方と
解決方法を委ねる、課題解決型の授業を試行した。一度に多人数の学生にセーリング
実習を行う教育環境は整っていないため、体育館やグラウンドで実施可能な内容を選
び、セーリング実習の事前講習用にアレンジして行っている。講習内容は、コンパス
によるベアリングフィックスを行い、グラウンドを大きく三角形に歩いてスタート地
点に埋まっているコインを探すナビゲーション。20m 先の落水者に、正確にロープ
を投げることを目指すロープスローイング。海上での緊急事態を想定して、その状況
に合うロープの結び方を考案するロープワーク。落水からフネに這い上がるときの体
の重さや、落水者をフネに救助するときの難しさを体験するために、重ねた体操用の
ウレタンマットをフネに見立てて実習する落水体験。海図を使い、航海の出発地と目
的地、進路、速力、転針ポイント、潮海流の影響、避難港、危険海域、到着予定時刻
を求める航海計画などである。
図 5「クイックストップ法」29) 
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　実際に海上で実習するほどの臨場感はないものの、自分の命と仲間の命を学習者同
士で守り合うという目的観を共有し、熱心に取り組む様子が観察されている。また、
シーマンシップの事前講習参加者は、これまで海上実習で一度もトラブルに遭遇して
いない。海上での学びにも積極的に参加し、高い学習意欲を維持している36)。
考察
1．野外教育とシーマンシップ
　「野外教育に期待される成果」（表 1）に報告された内容は、「セールボートに求め
られるシーマンシップ」（表 2）の各項を指導していく中で、教育成果が得られるも
のと考えられる。人工の動力に頼らず、セールボートで自然の力を利用し、安全に目
的地に到達しようとする試みには、周囲の自然を全身で感じ取ろうとする努力が欠か
せない。その結果として自然との関わり合いが深まり、自然を理解し自然から学ぼう
とする取り組みが、必然的に繰り返されるからである。我が国では、大学生に対する
セーリング教育はレース競技が主体となっているが、包括的なシーマンシップを教育
しようとする場合は、競技の枠から出ることも必要であろう。
　学生の競技で一般的な、国内でディンギーといい習わされているスモールボートに
よるレースは、コースの設定もレース実施の可否を決める天候判断も、競技の主催者
によって行われる。レース海面の至近距離に、指導者の乗るモーターボートや救助艇
を配置することもできる。艇を速く走らせることには役立たない、錨や整備道具など
の重量物は艇に積んでいないため、レース中にトラブルがあれば棄権して救助を待つ
しか方法がない。競技としてのヨットレースに、スポーツ文化としての独自の価値が
あることは当然であるが、野外教育で期待される「自然そのものが持つ教育力」に育
まれ、「災害などの緊急時に、生き抜くための知恵」を身に付けるという点では、自
然と真正面から向き合う、航海によるシーマンシップ教育の方が、効果的であるとい
える。
ロープワーク実習 落水体験
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　次の課題は、シーマンシップの意味である。高槻 (2009) がシーマンシップに認める、
「時に精神や根性などの『潮っけ』も含めて使われることもある」20) という使われ方
が、日本語になったシーマンシップの内容と習得方法を、曖昧にしている恐れがある。
意味が曖昧になったことによって、プレジャーボート乗りの海の知識と技術のレベル
が下がり、かつ、一般には理解し難い精神論の壁ができれば、個人で海とフネを楽し
む世界から多くの日本人が遠ざけられてしまう。シーマンシップに求められる、海上
でのトラブルに際して冷静さや論理性を保つ心理的な能力が、日本において精神論に
すり替わって拡散したのであれば、「短絡的にならないこと」とコールダーが案じた
ことが起きてしまっていることになる25)。
　この問題に対して青木は、シーマンシップは技術であり、知識と手順をマスターす
れば誰でも上達することができることを広く発信している6)。そして、すべてのセー
ラーのシーマンシップを向上させることを目指して、体系的なセーリング講習を我が
国で初めて開講した。難解で、特別な人間でなければ習得し難いと思われがちであっ
たシーマンシップを、万人の身近なものとして開いた。ここに、青木の卓越した研究
と教育実践の功績があるといえる。セーリングも他のスポーツも、誰もが身近に感じ
ること、それを自分が楽しむのは当たり前のことと思えてこそ、文化としても定着す
るであろうし、人々の健康増進にも役立つことが期待できる。
2．これからの大学における体育教育
　1991 年に大学設置基準の大綱化37) が施行されて以降、大学の教育環境は大きく様
変わりしてきた。教養教育としての体育科目の充実度が、それぞれの大学の事情に
よって異なってくることは避けることができず、体育教育を大幅に縮小した大学も現
れた。その中でも野外教育の扱いは、大学間で大きな開きがあったことがうかがえる。
学生の総合的な人間力を伸ばす貴重な機会と捉えて、野外教育を積極的に拡充する大
学も見られたが、一方で、逆方向の反応を示した大学もあった。筆者の所属する大学
では、教養教育から野外関連の科目が全廃された。体育教育・野外教育の意義と成果
を、大学の意思決定者の目線で示し残してこられなかった、筆者を含む当該科目担当
者の責任であり、課題であるといわねばならない。
　臨時教育審議会（1984 年 8 月～ 1987 年 8 月）に端を発し38)、大学審議会の答申に
よって決着した大学設置基準の大綱化への動き39) は、本来は「教育研究の高度化」、
「高等教育の個性化」、「組織運営の活性化」を狙ったものであったが、「大学の自主
性を尊重するあまり、答申の内容が抽象的」となる面があったとされている。その結
果として「教養教育が軽視される風潮」を生み、当初、大学審議会が期待していた
「『教養教育重視』の方向からは、全くかけ離れた状況」を招いてしまった40)。2000
年 11 月に出された答申において、「教養教育を重視した新しい大学教育の方向性を、
より明確な形で打ち出している」ことからも41)、徒に教養教育のスリム化を進めた大
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学に対して大学審議会が危機感を持ち、大幅な改善の必要性を訴えていたことがわか
る。表面的な知識偏重、詰め込み型の受験競争の弊害を認識して始まったはずの教育
改革が迷走し、応用力と学びの深さを身に付けさせるための教育法には、未だに課題
が残されている。
　体育教育を縮小する論議の場でしばしば耳にするのは、「スポーツができるだけで
良い成績が取れるのはいかがなものか」、「上手い学生はそれだけで主役になれて、下
手な学生はいくらやっても活躍できないではないか」等と心配するカリキュラム担当
者の声である。これらは、今日の大学体育授業の実態とかけ離れた誤解であるが、善
悪二元論的な「勝つことが善・負けることは悪」、「上手い者が主役・下手な者は脇
役」という発想で教養教育の「体育」が行われ評価されているという印象が少しでも
あれば、必要以上に「体育」を縮小する政策を加速させてしまう懸念がある。
　心と体をつなぎ、言語と非言語、意識と無意識の情報処理を相互に活性化する体育
は、教育の手段として重要でないはずがない。大学の講義は、事象を言葉という符号
の単位に区切り、左脳が優位に働くとされる言語機能による学習が中心となる42)。す
べては連続したひとつの全体として存在している事象の一部分を、人工的に区切った
符号で理解しても、事象の実体を捉えたことにはならない。言葉で部分的に理解した
ことを、非言語機能の働きによって連続した全体に再構成し、事象の実体を感覚的に
捉える喜び―ストンと深く納得し、知識が自分の使える知恵となって定着した実感―
を得ることが、能動的な深い学びを促すはずである42) 43)。学生の成長を図るために、
言語機能と非言語機能のやり取りを加速してヒトの学びの質を高める体育教育を、こ
れからの大学教育において、一層積極的に活用することが望まれる。
3．セーリングによる体育教育の新展開
　人間社会がいかに文明化されようとも、人間の生命は自然の産物である。自然の産
物であるならば、人間が高度な科学技術の恩恵を受ければ受けるほど、「自然と調和
のとれた生活を営む」ことに努力し、健全な心身のバランスを保つ必要があろう。脳
科学者のテイラー (2009) は、論理的思考を司る左脳と、物事を在るがままに受け入れ
ることを司る右脳の働きを論じ、右脳のマインドが人間に心の安定と幸福感をもたら
すことを、自身の体験から述べている44)。彼女は脳卒中に倒れ、8 年後に回復した。
　ヤング (1988) はアインシュタインと同様に、脳を活性化して最高の成果を得るた
めに、データを集め、データを咀嚼した後は、日常を離れて心躍る新鮮な体験をする
ことを、ひらめき (Eureka ! ) に到達するための不可欠の手順と定め、実行していた45)。
バーンバックはこのヤングの手順に賛同して、「知識は、すぐれた創造的思考の基礎
ではあるが、それだけでは十分でない。知識は、よく消化されて、最終的に、新鮮
な組み合わせと関連性をもった姿となって心に浮かび出てこなければ意味がない」と、
ヤングの著作に序文を寄せ、独創的なアイデアを生み出すヤングの手順を絶賛した45)。
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　ここでいわれている、「日常を離れて心躍る新鮮な体験をする」ために、格好の場
づくりをするのが野外教育である。とりわけシーマンシップ教育は、その特性が大い
に活かされる。危険を認め、危険から学び、危険を正確に評価して安全な方法を選択
する26) 非日常のチャレンジであるからである。そこでは、論理的な言語機能による情
報処理と直観的な非言語機能による情報処理が、相互に連携して能力を発揮し、問
題の解決にあたることが求められる42) 43)。例えば、セールボートが風上に進む原理は、
極めてシンプルである。セールの表裏両面にスムースに風が流れるように、風位と進
路に合わせてセールを調節すれば、セールは揚力を得てフネを風上に進める6) 7) 23)。こ
れだけのシンプルな原理であっても、原理を応用する海上の実践段階になると、感動
的な体験とともに、学習者に多くの新しい発見が生まれることが見込まれる23) 24)。
　セーリング中に論理的な思考力が成果をあげるには、頬に当たる風の感覚で風位を
知ることができなければならない。艇をまっすぐに目的地に向けて進めるには、舵
に当たる水流を、ステアリングを握る手で感じ取ることができなければならない23) 26)。
そのため、シーマンシップ教育にもとづくセーリングの体験中は、右脳と左脳をつな
ぐ脳梁を行き来する情報の量が、桁違いに多くなっていると考えられる42) 43) 46)。優れ
た運動能力や特別に優秀な学力を持ち合わせていなくとも、自然を感じとる感覚と冷
静な思考力（非言語機能と言語機能）を組み合わせることができれば、シーマンシッ
プを習得することに大いに役立つ。
　セーリング中の困難な課題には、多くの場合、唯一絶対の正解があるわけではない
といわれている。セーリングの技術は、サイエンスではなくアートの範疇に分類され
るためである6)。自分なりの正解を見つけて判断を下す力、それを仲間に伝えて心を
合わせる力、そして自分が下した判断に責任を持つ姿勢が繰り返しトレーニングされ
る。シーマンシップをアートと捉える視点に立てば、その教育にあたっては、ASA
の教育法を参考にすべきであると思われる。唯一絶対の正解を固定せず、学習者の人
格と判断を最大限に尊重することで、状況のパラメーターが変化したときにも対応で
きる、汎用的な判断力が学習者の中に育つことが期待できるからである。
　汎用的な判断力は、危機的な状況におけるサバイバル能力として役に立ち、知識が
自分の使える知恵となって定着することを実感することができる。このような学びを
提供するセーリングは、体育教育の新しい展開を志向する授業教材として、貴重な独
自性を有していると考えられ、優れた教育効果が期待できる。
　シーマンシップ教育の学習成果を定量的、定性的に分析することと、その指導法と
の因果関係を検討することが、今後の課題である。
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まとめ
　身体運動は、体力を向上させるとともに脳を鍛え、ヒトの情報処理能力と心理面の
コンディションの改善に寄与するといわれている。そのため、大学における体育教育
は、学生の成長を促す大きな役割を担っていると考えられる。しかし、大学設置基準
の大綱化が施行されて以降、大学の教育環境は大きく様変わりし、野外教育に対する
認識は大学間で大きな差が見られた。
　対人的な競争よりも、自然そのものが持つ教育力を活用する野外教育は、感性や知
的好奇心を育む教育効果が期待されている。その中でも、研究と教育実践の報告が少
ない、シーマンシップ教育にもとづくセーリング教育の可能性に注目した。シーマン
シップの内容を文献で明らかにした上で、その教育の実際を知るために、国内外の
セーリング教育機関を訪ね、教育プログラムを受講し資料を収集した。
　教育機関により指導法は異なっていた。ASA の教育法は、唯一絶対の正解を固定
せず、学習者の人格と判断を最大限に尊重することで、汎用的な判断力が学習者の中
に育つことが期待できるものであった。シーマンシップ教育にもとづくセーリングは、
新鮮で心躍る体験を提供し、ヒトの言語機能と非言語機能のやり取りを加速すると考
えられることから、連続する事象の実体を、全体として捉えることに寄与する活動で
あると思われる。そのため、体育教育の新展開を志向する教材として、セーリングは
貴重な独自性を有していると考えられ、優れた教育効果が期待できる。
－ 159 －
創価大学教育学論集　第 69 号：久保田
謝 辞
　本研究に対し、最大の理解と惜しみない支援をいただき、世界的な経験と学識
から貴重な助言を賜った青木洋氏、青木美佐子氏、中村茂夫氏、Bob Diamond
氏、Melinda Diamond 氏、Charlie Nobles 氏、Craig Walker 氏、Karen Walker 氏、
Mary Swift-Swan 氏、安齋久雄氏、川端 博 氏に、衷心より感謝の意を表します。こ
れらの方々のご協力がなければ、研究を進めることはできませんでした。
　また、前例のない研究計画にご理解をいただき、在外研究の機会をお認めくださっ
た、創価大学の馬場善久学長、鈴木将史教育学部長に感謝の意を表します。
　そして、温かい励ましと貴重なご助言をいただいた Hossein Lohrasebi 氏、
Mahzad Yeganeh 氏、Roy Ono 氏、Ramses Vega 氏、Taeko Nomura 氏、Bob 
Sendoh 氏、田口秀樹氏、田口千佳子氏、武田隆治氏、黒瀬広喜氏、鈴木智樹氏に、
感謝の意を表します。有り難うございました。
参考文献
1) ジョン J. レイティ , エリック・ヘイガーマン , 野中香方子 訳 (2009)『脳を鍛える
には運動しかない！』NHK 出版 , pp. 48-108.
2) 永江誠司 (2007)『子どもの脳を育てる教育―家庭と学校の脳科学』河出書房新社 , 
pp. 54-55. 
3) 倉品康夫 (2014)「『小乗』スポーツを大乗化する試み」日本体育学会大会予稿集 , 
65, p. 90
4) 倉品康夫 (2016)「弱肉強食を否定する『他者救済』思想を実現する生涯スポーツと
しての野外活動」日本体育学会大会予稿集 , 67, p. 106
5) 千足耕一 (2009)「海に目を向ける」日本野外教育学会ニュースレター巻頭言 , 
Vol.13, No.2, p. 3
6) 青木 洋 (2006)『インナー・セーリング 1』舵社 , pp. 4-145.
7) ルー・デルピージュ (1973)『サクセスフル・セーリング』舟艇協会出版部 , 
pp. 40-118.
8) 江橋慎四郎 編（1987)『野外教育の理論と実際』杏林書院 , pp. 1-63.
9) 飯田 稔 (2012)「野外教育の定義と体系化」野外教育研究 , 第 15 巻 , 第 1 号 , pp. 1-10.
10) 吉田 章 (2012)「野外教育の体系化」 野外教育研究 , 第 15 巻 , 第 1 号 , pp. 11-15. 
11) 文部科学省 (1996)「青少年の野外教育の充実について」（報告）http://www.mext.
go.jp/b_menu/hakusho/nc/t19960724001/t19960724001.html　2017.5.30 参照
12) 千足耕一 , 榮樂洋光 , 藤原 昌 , 中村夏美 , 松下雅雄 (2007)「セーリング競技の戦術
に関する基礎的研究 ―第 1 マーク回航順位とフィニッシュ順位の関係―」鹿屋体
育大学学術研究紀要 , 第 35 号 , pp. 55-59．
－ 160 －
セーリングによる体育教育の新展開
13) 榮樂洋光 , 石井泰光 , 布野泰志 , 中村夏美 , 松下雅雄 , 山本正嘉 (2013)「GPS を用
いたセーリング競技におけるタッキング技術の定量的評価；フラットタッキングと
ロールタッキングの比較」コーチング学研究 , Vol.27, pp. 23-32.
14) 萩原正大 , 鹿取正信 (2014)「セーリング競技におけるパフォーマンス評価システ
ムおよびソフトウェアの開発」バイオメカニクス研究 , Vol.18, No.2, pp. 101-108.
15) 布野泰志 , 中本浩揮 , 幾留沙智 , 中村夏美 , 榮樂洋光 , 森 司朗 (2017)「長期的な
ヨット活動における小中学生の心理的変容および行動変容について ―ジュニア
ヨットクラブに着目して―」野外教育研究 , 第 20 巻 , 第 2 号 , pp. 1-18.
16) 千足耕一 , 村瀬保文 , 松下雅雄 , 倉田博 (2003)「水辺活動に期待される教育的効果 
―指導者への質問紙調査―」鹿屋体育大学学術研究紀要 , 第 29 号 , pp. 1-12．
17) 千足耕一 (2005)「学校教育における水辺活動への取り組みに関する調査研究」国
立オリンピック記念青少年総合センター研究紀要 , 第 5 号 , pp. 13-23.
18) 猪俣活人 , 巣籠大司 , 國枝佳明 (2012)「帆船の訓練効果に関する研究 ―資質訓練
の効果―」航海訓練所 調査研究時報 , 第 88 号 , pp. 1-12.
19) 四之宮 博 (2008)『英和 海洋航海用語辞典（第 3 版）』成山堂書店 , p. 260
20) 高槻和宏 (2009)『実践 ヨット用語ハンドブック（第 2 版）』舵社 , p. 61
21) 青木 洋 (2014)『青木ヨットスクール IQC 講習テキスト』p. 2（非公刊）
22) 青木ヨットスクール (2017)「Kazi」第 83 巻 , 第 7 号 , p. 164
23) ジョン・ルスマニア , 日本科学技術情報センター 訳 (1989)『アナポリス式 シーマ
ンシップ』鯨書房 , pp. 1-327.
24) 野本謙作 (1998)『スピン・ナ・ヤーン』舵社 , pp. 4-230.
25) ナイジェル・コールダー , 山下 保 訳 (1995)『外洋ヨット 艇と人を守るテクニッ
ク―海上のトラブル・シューティング』舵社 , pp. 3-139.
26) 青木 洋（2008)『インナー・セーリング 2』舵社 , pp. 6-157.
27) American…Sailing…Association… (2012)… “OFFICIAL…CERTIFICATION…LOG…BOOK”…
pp. 2-72.
28) Bob…Diamond,…Mary…Swift-Swan…et…al.… (2010)…“SAILING…MADE…EASY”…American…
Sailing Association, pp. 4-126.
29) Bob…Diamond,…Mary…Swift-Swan…et…al.… (2012)…“COASTAL…CRUISING…MADE…EASY”…
American Sailing Association, pp. 4-176.
30) Nigel…Calder…(1999)…“CUBA:…A…Cruising…Guide……Revised…Edition”…Imray…Laurie…Norie…&…
Wilson Ltd, pp. 112-134.
31) Robert…Sendoh… (2009)… “COMPETENT…CREW…SAIL”… International…Sail… and…Power…
Association, pp. 1-214.
32) Robert…Sendoh…(2009)…“DAY…SKIPPER…SAIL”…International…Sail…and…Power…Association,…
pp. 1-131.
－ 161 －
創価大学教育学論集　第 69 号：久保田
33) Robert… Sendoh… (2009)… “COASTAL…NAVIGATION”… International… Sail… and…Power…
Association, pp. 1-134.
34) Robert…Sendoh…(2009)…“COASTAL…SKIPPER…ADVANCED…SAIL”…International…Sail…and…
Power Association, pp. 1-193.
35) Andy…Batchelor,…Lisa…Batchelor…Frailey…et…al.…(2014)…“BAREBOAT…CRUISING MADE 
EASY”…American…Sailing…Association,…pp. 160-163.
36) 久保田秀明 (2010)「生命と安全を考える、セーリング教育導入の試み」セーリン
グヨットと帆走性能，セーリングヨット研究会 , p. 206
37) 文部科学省 (1991)「大学設置基準の一部を改正する省令の施行等について」
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/t19910624001/t19910624001.html　
2017.6.12 参照
38) 臨時教育審議会 (1987)「教育改革に関する第 4 次答申（最終答申）（抄）」
http://www.niye.go.jp/youth/book/files/items/79/File/yojitooshin.pdf　2017.6.12
参照
39) 大学審議会 (1991)「大学審議会答申・報告－概要－」http://www.mext.go.jp/
b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/gijiroku/03052801/003/001.htm　2017.6.12 参照
40) 林 正人 (2003)「大学設置基準大綱化後の共通（教養）教育のかかえる問題 *1」
大阪工業大学紀要 , 人文社会篇 , 第 48 巻 , 第 2 号 , pp. 1-14. https://www.oit.
ac.jp/japanese/toshokan/tosho/kiyou/jinshahen/48-2/jin-sya_2/hayashi_masahito.
html  2017.6.15 参照
41) 文部科学省 (2000)「新しい時代における教養教育の在り方について（骨子案）」
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/gijiroku/attach/1343701.
htm　2017.6.15 参照
42) 千葉康則 (1990)『人は［無意識］の世界で何をしているのか』PHP 研究所 , 
pp. 149-176.
43) リタ・カーター , 藤井留美 訳 (1999)『脳と心の地形図  思考・感情・意識の深淵
に向かって』原書房 , pp. 51-62.
44) ジル・ボルト・テイラー , 竹内 薫 訳 (2009)『奇跡の脳』新潮社 , pp. 167-216.
45) ジェームス・W・ヤング , 今井茂雄 訳 (1988)『アイデアのつくり方』CCC メディ
アハウス , pp. 5-87.
46) チャールズ・T・レオナルド , 松村道一 他 訳 (2002)『ヒトの動きの神経科学』市
村出版 , pp. 134-135.
－ 162 －
セーリングによる体育教育の新展開
New Development of Physical Education  
by Means of Sailing
— Possibility of Seamanship Education within the Framework  
for Outdoor Education —
Hideaki KUBOTA
Physical activities are known as improving physical strength and developing the information-
processing…capability…of…human…species.…Accordingly,…Sport…Education…and…Physical…Education…
considerably… contribute… to… physical… and… psychological… development… as… well… as… enhancement…
and maintaining of health; however, learners might hate playing sports if they were forced to 
be… under… an… inappropriate… competitive… environment.…Therefore,… it… is…worth… that… introduces… a…
perspective…of…Outdoor…Education…of…which…experiences… immediately…function…even… in…a…case…
of disaster into Physical Education with respecting the student-selves and the others in order to 
respond the concern.
The…purpose…of…this…research…is…to…examine…the…possibilities…of…Seamanship…Education…as…an…
innovative…material…of…physical…education…(among…the…Outdoor…Education).…Especially…focusing…
on a cruise-teaching which does through Safe Education and enhances survival skills on sailing 
boats.
